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主 な 内 容

令和４年第３回臨時会（10月24日）

▶令和4年度一般会計補正予算を可決
•非課税世帯に対する電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
•介護施設、民間保育園、運送事業者等に対する物価高騰対策補助金
▶スズメバチの駆除に係わる予算の復活を求める決議を可決

令和４年第４回定例会（11月30日～12月16日）
 

特集 

3年ぶりの開催!
令和5年
元気にスタート
飛躍の年に‼

▶令和4年度一般会計補正予算を可決
•住宅用LED照明等買替費用助成　２億２千万円
  （１世帯２万円分のクーポン券）
▶牛久市ひたち野リフレプラザの設置及び管理に関する条例を可決
▶稲敷・龍ケ崎地方３組合の統合に係る議案を継続審査
▶刈谷から市道23号線への坂道設置に係る請願を採択

光の装い
まちを彩る
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総務企画常任委員会

保健福祉常任委員会 環境建設常任委員会

教育文化常任委員会

令和４年度牛久市議会報告会 検索

議長挨拶はこちらからご覧いただけます。検索サイトから　　

＃防災無線デジタル化　＃ふるさと納税

防災無線が聞こえにくい！

ふるさと納税って何？

＃休日部活動地域移行　＃部活動指導員

＃ヤングケアラー　＃補聴器購入補助　＃医療的ケア　
＃予防接種　＃新型コロナウイルス感染症

総務省によるアナログ放送の停止と防
災無線の老朽化により、令和7年に牛
久市の防災無線はデジタル化します。
デジタル化に要する予算やメリットな
どを報告しています。

納税の仕組み、牛久市における「ふ
るさと納税」の収入や活用状況につ
いて、また、税収減になるなどの課
題について報告しています。

牛久市の公立中学校部活動の現状や課題・対応策、部活動指
導員の配置状況や休日部活動の地域移行などについて報告し
ています。牛久市の公立中学校の一部部活動について、休日
部活動の地域移行のモデル校となっています。

牛久市の中学校
部活動の今後は？

最近よく耳にするけれど、
「休日部活動の地域移行」って何？

医療的ケアが
必要な子どもや
家族への支援は？

加齢性難聴者への
補聴器購入補助は？

コロナ感染症の自宅
療養者支援やワクチン
接種の状況は？

ヤングケアラーへ
の相談体制はどう
なっているの？

保健福祉常任委員会は健康づくり、介護・国民健康保険、
社会福祉等の議案等について審議しています。所管事項の
中からお伝えしたい内容について報告しています。

昨夏に続き、この冬も節電が呼びかけられています。電気に代
わるエネルギーである「グリーンエネルギー」の牛久市での取
り組みや、今後の課題などを報告しています。

電気料金の値上げ、地球
温暖化対策、電気に代わ
るエネルギーとは？

グリーンエネルギーを
推進する取り組みとして、
補助金が出るものは？

＃グリーンエネルギー　＃太陽光パネルの条例化
＃ペレットストーブ　＃バイオディーゼル燃料

予防接種の
実施状況は？

令 和 4 年 度   議 会 報 告 会特  集
　令和４年度の議会報告会は動画で配信しています。
　市民の皆さまにお知らせしたいことをテーマに各常任委員会ご
とに動画を作成しました。ぜひご覧ください。

　⬆
動画は
こちらから

　⬆
動画は
こちらから

　⬆
動画は
こちらから

　⬆
動画は
こちらから

議会報告会資料より 議会報告会資料より

議会報告会資料より 議会報告会資料より

令和5年1月31日 第112号　(2)牛久市議会だより



■■■　委員会視察報告　■■■

　牛久市議会だよりは平成８年１月に創刊されました。
　市議会活動の経過と内容を報告し、ご理解をいただくとともに皆さまのご要望ご意見を市議会に反映させ、
開かれた議会を目指すための一つの手段として、27年間発行してきました。
　創刊から現在に至るまで、「タブロイド判」というサイズで発行してきましたが、次号より「A４判」にサ
イズ変更をいたします。
　今までも、議会活動の報告の充実のためページ数の増加を行ったり、表紙写真を市内高校の写真部に依頼し
たりすることで、親しみやすい紙面づくりを行ってきました。
　今回のサイズ変更にあたっても、読みやすさや手に取りやすさなど、何度も検討を重ねてきました。
　次号からも「見やすく分かりやすい議会だより」を皆さまにお届けできるよう一層努力してまいります。

議会だよりが変わります！

タブロイド判からA4判へ

交通体系整備促進調査特別委員会 環境建設常任委員会市内事業所視察
環境建設常任委員会では、令和３年度に「太陽光発電等の再

生エネルギーに係る条例等の整備について」を調査事項として
閉会中継続調査を行いました。この中で、牛久市内の事業所に
おける、太陽光パネル処理専用プラントの導入・稼働開始につ
いての話題が出されたことから、委員会として現地視察を行っ
たものです。（視察先：環境通信輸送株式会社 牛久リサイクル
センター）

近年、太陽光発電等の導入量が増えていますが、太陽光パネ
ルの耐用年数は20年から30年といわれており、今後、太陽光
パネルの廃棄が増えることが予想されることから、適切なリサ
イクル体制の構築が社会的にも急務となっています。

このような中、太陽光パネルの適正な処理のためのリサイク
ルプラントの視察は、今後の参考になるものとなりました。

自治体主体のコミュニティバスの運営や、路線バスを利用し
た貨客混載事業などを視察し、交通弱者対策としての公共交通
網の拡充を目指す今後の牛久市にとって参考となる研修となり
ました。

リサイクルのために分別し
たものを見ながら説明を受
けました。

処理プラントの近くで、実
際に処理されるようすを見
学しました。

西宮市交通政策課の職員よ
り、自治会代表を運営主体とし
た「コミュニティバスぐるっと
生瀬」の説明を受けました。

委員からは、活動内容の詳細
や今後の課題などについて質問
がありました。

三田市の交通まちづくり課の
職員のほか、神姫バス㈱やJA
兵庫六甲の職員から「路線バス
による貨客混載事業」について
の説明を受けました。委員から
は、事業を行うことに至った経
緯や、現状と課題について質問
がありました。

今後の議会報告会のあり方について検討しています。以下から

参加してみたいものがあれば選択してください。（複数回答可）

１．Ｚoomなどを利用したオンラインでの 議会報告会

２．議員との意見交換会

３．行政区や学校などを対象とした出前講座

４．議場見学

５．ない

６．その他（自由回答）

みなさまのご意見をもっとお聴きするために

市議会は、市民の皆さまからのご要望・ご意見などを市政に反映させる役割があり、さまざまな年齢の方から多くのご

意見をお聴きする必要があります。

コロナ禍のような状況においても、皆さまからのご意見をお聴きする機会が持てるように、議会報告会の在り方を変え

ていきたいと考えています。

皆さまに市議会のことをもっと知っていただき、さらに身近に感じていただけるような議会を目指すため、どのような

議会報告会であれば参加しやすく、多くのご意見をお聴きすることができるのか、議会報告会の開催方法について、ぜひ

ご意見をお聞かせください！

アンケートの回答方法 アンケートの内容
検索サイトより、牛久市議会　議会報告会 で検索し、

牛久市議会ホームページ内より回答をしていただくか、

または、下のQRコードをスマートフォンなどで読み取って

いただくと直

接アンケート

にご回答いた

だけます。

（令和 5 年２月末まで）

アンケートにご協力をお願いします！アンケートにご協力をお願いします！

西宮市

三田市
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議員

議員

議員

（答弁）

稲敷エリア広域バス路線の一部変更は

帯状疱疹予防のためのワクチンの公費助成を

スズメバチ駆除に対し市の対応は

（答弁）

（答弁）

現状では当該バス路線の一部変更は難しいと考える

調査研究し、検討を継続していく

令和５年度は駆除費用の一部を助成できるよう予算要求を行った

石原 幸雄

秋山 泉

守屋 常雄

令和5年1月31日 第112号　(4)牛久市議会だより

質
問
　

平
成
29
年
よ
り
Ｊ
Ｒ
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
か

ら
東
部
地
域
を
経
由
し
、
稲
敷
市
江
戸
崎
地
区
と
を

結
ぶ
稲
敷
エ
リ
ア
広
域
バ
ス
が
平
日
で
５
往
復
１０

便
、
土
日
で
４
往
復
８
便
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
部
地
域
は
か
っ
ぱ
号
の
走
行
し
て
い
な

い
公
共
交
通
空
白
地
域
で
あ
る
が
、
通
院
や
買
い
物

等
で
Ｊ
Ｒ
牛
久
駅
方
面
へ
外
出
す
る
地
域
住
民
の
割

合
が
そ
れ
な
り
に
高
い
こ
と
か
ら
、
当
該
バ
ス
路
線

の
一
部
に
つ
い
て
、
始
発
と
終
点
と
を
Ｊ
Ｒ
牛
久
駅

に
変
更
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
稲
敷
エ
リ
ア
広
域
バ

ス
事
業
は
本
市
と
稲
敷
市
と
の
共
同
事
業
で
あ
り
、

本
市
の
意
向
だ
け
で
は
現
在
の
バ
ス
路
線
の
変
更
が

不
可
能
で
あ
る
こ
と
に

加
え
て
、
稲
敷
市
に
改

め
て
打
診
を
し
た
と
こ

ろ
、
現
在
の
路
線
を
変

更
す
る
考
え
は
な
い
と

の
こ
と
か
ら
、
現
状
で

は
当
該
バ
ス
路
線
の
一

部
変
更
は
難
し
い
と
考

え
る
。

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は

質
問
　

み
ど
り
野
・
東
み
ど
り
野
・
さ
く
ら
台
等
の

人
口
密
集
地
区
に
は
防
犯
対
策
上
、
交
番
等
が
不
可

欠
と
考
え
る
が
、
交
番
の
設
置
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

こ
と
か
ら
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
が
駐
在
す
る
防
犯
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　

（
市
民
部
長
）
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
取
手

市
や
龍
ケ
崎
市
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
当

該
地
域
住
民
の
安
全
安
心
は
防
犯
連
絡
員
等
の
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
実
施
に
よ
り
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
の
考
え
は
な
い
。

質
問
　

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
は
、

２
回
接
種
で
４
万
円
以
上
と
高
額
と
な
る
。
公
費
助

成
を
導
入
す
る
こ
と
で
未
接
種
の
場
合
の
医
療
費
も

抑
え
ら
れ
る
の
で
実
施
を
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
帯
状
疱
疹
は
、
集
団

感
染
の
可
能
性
は
低
く
、
早
期
発
見
で
有
効
な
治
療

薬
が
あ
る
。

質
問
　

令
和
４
年
10
月
時
点
で
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
導
入
の
状
況
は
、
47
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
の
実
施

を
し
な
か
っ
た
の
は
、
交
付
金
は
今
回
限
り
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
予
防
接

種
は
継
続
し
て
補
助
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
効

果
的
対
象
年
齢
に
つ
い

て
十
分
な
情
報
が
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

国
民
皆
歯
科
健
診

質
問
　

「
歯
科
検
診
を
通
じ
て
口
内
環
境
を
良
好
に

保
て
ば
、
全
身
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

因
果
関
係
が
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
歯
の
健
康
は
全
身
の
健
康
と
深
く
関
係
が
あ

る
。
よ
っ
て
、「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
に
公
費
助
成

を
導
入
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
国
及
び
市
の
補
助
で

30
歳
よ
り
10
年
に
一
度
、
歯
周
病
検
診
の
助
成
を
実

施
し
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
国

民
皆
歯
科
健
診
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
検
診
体
制

の
評
価
と
併
せ
、
拡
大
す
る
こ
と
の
目
的
や
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

害
獣
や
危
険
生
物
の
種
別
に
つ
い
て
質
問
す

る
。
当
市
で
は
特
に
害
獣
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
挙
げ
ら

れ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
は
衛
生
害
虫
に
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
が
及
ぼ
す
危
険
性
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は

人
の
生
活
環
境
ま
で
入
り
込
み
、
軒
下
な
ど
に
巣
を

作
り
、
こ
れ
を
刺
激
す
る
と
刺
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
。
ま
た
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
重
篤
な

症
状
を
引
き
起
こ
す
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
被

害
を
受
け
て
い
る
市
民
に
対
し
て
の
行
政
の
責
任
の

範
疇
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

答
弁
　

（
環
境
経
済
部
長
）
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
は
危

険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
ま
で
市
の
予
算

で
駆
除
を
業
者
に
委
託
し
て
い
た
が
、
市
内
や
近
隣

に
業
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
市
が
管
理
す
る
道
路
や
公
共
施
設
等
は
担
当

課
で
対
応
し
、
自
宅
や
企
業
等
の
敷
地
は
所
有
者
か

ら
各
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
各
業
者
が

受
注
で
き
る
よ
う
公
平
性
を
担
保
し
た
。
し
か
し
、

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を
協
議
し

た
結
果
、
令
和
５
年
度
は
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
用
の

一
部
を
助
成
で
き
る
よ
う
予
算
要
求
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
緊
急
の
駆
除
が
必
要
な
場
合
に
は
市
で
対

応
し
て
い
く
。

質
問
　

あ
る
行
政
区
で
は
早
く
駆
除
し
な
い
と
住
民

に
被
害
が
及
ぶ
と
判
断
し
、
行
政
区
の
費
用
で
駆
除

し
て
い
る
。
当
然
市
は
そ
の
費
用
へ
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
と
思
う
が
、
行
政
区
の
立
場
か
ら
す
れ
ば

考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
の
点
は
い
か
が
か
。

答
弁
　

令
和
５
年
度
の
予
算
は
令
和
５
年
度
に
駆
除

を
行
っ
た
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
駆
除
費
用

は
助
成
で
き
な
い
。

一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。

稲敷エリア広域バス



（答弁）

牛久シャトー、日本遺産認定の今後は大丈夫か

市独自で保育士の賃金の一律５千円増額を

通園・通学バスの置き去り防止に万全の対策を

（答弁）

（答弁）

日本遺産認定取消しの心配はないものと認識している

増額による市の負担は1,300万円、効果があるかの見極めが必要

具体的な取り組みを徹底して未然に防いでいる

議員

議員

議員

柳井 哲也

山本 伸子

鈴木 勝利

(5)　第112号 令和5年1月31日牛久市議会だより

質
問
　

日
本
遺
産
取
消
し
の
可
能
性
は
な
い
の
か
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
牛
久
市
と
甲
州
市
と

の
日
本
遺
産
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
３
年

間
が
国
の
重
点
支
援
期
間
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
か

ら
３
年
間
が
自
走
期
間
、
令
和
８
年
度
に
総
括
評

価
、
継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
観
光
客
数

や
売
上
げ
、
人
材
育
成
等
が
基
準
に
満
た
な
い
場

合
、
認
定
取
消
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）
や
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
株
）
と
の
包
括
連
携
協
定
や
、
文
化

庁
や
観
光
庁
等
の
国
庫

補
助
金
を
活
用
し
て
事

業
を
行
う
な
ど
成
果
を

上
げ
る
べ
く
準
備
し
て

い
る
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
事
業
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
活
動
に
努
め
て
い
く
。

伝
承
文
化
の
危
機
と

　
　
　

女
化
青
年
研
修
所
の
活
用

質
問
　

地
域
の
お
祭
り
や
伝
統
芸
能
が
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
収
集
し
、
展
示
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

な
ぜ
そ
れ
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
や
先
人
た
ち

の
知
恵
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
旧
女
化
分
校
に
は
既
に
民
俗
資
料
等
が
保

管
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
市
で
は
条
件
が
整
え

ば
エ
ス
カ
ー
ド
４
階
に
専
用
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
住
井
す
ゑ
文
学

館
な
ど
既
存
施
設
を
活
用
し
て
き
て
い
る
。
女
化
青

年
研
修
所
に
お
い
て
も
、
建
物
整
備
等
を
進
め
な
が

ら
旧
分
教
場
保
存
会
等
と
連
携
協
力
し
て
女
化
地
区

や
同
分
校
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
な
ど
、
旧
分
校

な
ら
で
は
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

質
問
　

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
は
、

２
回
接
種
で
４
万
円
以
上
と
高
額
と
な
る
。
公
費
助

成
を
導
入
す
る
こ
と
で
未
接
種
の
場
合
の
医
療
費
も

抑
え
ら
れ
る
の
で
実
施
を
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
帯
状
疱
疹
は
、
集
団

感
染
の
可
能
性
は
低
く
、
早
期
発
見
で
有
効
な
治
療

薬
が
あ
る
。

質
問
　

令
和
４
年
10
月
時
点
で
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
導
入
の
状
況
は
、
47
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
の
実
施

を
し
な
か
っ
た
の
は
、
交
付
金
は
今
回
限
り
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
予
防
接

種
は
継
続
し
て
補
助
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
効

果
的
対
象
年
齢
に
つ
い

て
十
分
な
情
報
が
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

国
民
皆
歯
科
健
診

質
問
　

「
歯
科
検
診
を
通
じ
て
口
内
環
境
を
良
好
に

保
て
ば
、
全
身
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

因
果
関
係
が
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
歯
の
健
康
は
全
身
の
健
康
と
深
く
関
係
が
あ

る
。
よ
っ
て
、「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
に
公
費
助
成

を
導
入
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
国
及
び
市
の
補
助
で

30
歳
よ
り
10
年
に
一
度
、
歯
周
病
検
診
の
助
成
を
実

施
し
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
国

民
皆
歯
科
健
診
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
検
診
体
制

の
評
価
と
併
せ
、
拡
大
す
る
こ
と
の
目
的
や
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

保
育
士
の
賃
金
を
上
げ
、
市
内
の
保
育
園
で

働
い
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
、
正
規
職
員
に
対
し
て
１
万
５
千
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
が
、
つ
く
ば
市
は
３
万
円
で
あ
る
。

せ
め
て
５
千
円
増
額
す
る
こ
と
で
、
市
の
負
担
は
ど

れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
令
和
３
年
度
の
実
績

で
試
算
す
る
と
、
市
の
負
担
は
約
４
９
０
０
万
円
と

な
り
、
１
３
０
０
万
円
の
増
額
と
な
る
。
こ
れ
で
ど

の
程
度
の
効
果
が
期
待
で
き
る
か
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
。

市
政
情
報
誌
で

　
　
　

市
民
と
情
報
の
共
有
を

質
問
　

広
報
紙
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト

を
伝
え
る
も
の
で
、
市
政
情
報
誌
は
政
策
を
中
心
に

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
す
も
の
。
様
々
な
課
題

を
市
民
と
議
論
し
進
め
る
た
め
に
は
、
情
報
を
共
有

す
る
た
め
の
市
政
情
報
誌
こ
そ
必
要
だ
が
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
広
報
紙
の
ほ
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

な
ど
情
報
発
信
も

多
様
化
し
て
い
る
。

市
政
情
報
誌
の
発

行
の
考
え
は
な
い

が
、
広
報
紙
の
活

用
な
ど
の
手
法
を

模
索
し
て
い
く
。

職
員
の
健
康
管
理
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　

禁
煙
指
導
は

質
問
　

職
員
の
喫
煙
者
の
把
握
は
。
ま
た
産
業
医
と

連
携
し
た
禁
煙
指
導
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）
喫
煙
者
の
把
握
は
し
て
い

な
い
の
で
今
後
調
査
を
し
、
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

の
周
知
や
禁
煙
を
希
望
す
る
職
員
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
　

置
き
去
り
防
止
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

（
教
育
部
長
）
児
童
生
徒
が
降
車
し
た
後
、

毎
回
必
ず
、
運
転
手
が
バ
ス
の
中
を
後
ろ
ま
で
歩
い

て
、
座
席
の
下
ま
で
一
席
ず
つ
確
認
し
て
い
る
。
車

庫
に
戻
っ
た
後
も
再
度
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
で
は
不
在
の
児
童
生
徒
で
欠
席
連
絡
の
な
い
場

合
、
速
や
か
に
連
絡
を
保
護
者
へ
し
て
い
る
。

不
登
校
へ
の
対
応

　
質
問
　

不
登
校
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　

（
教
育
長
）「
き
ぼ
う
の
広
場
」
で
の
支
援
や
、

学
校
に
通
常
の
教
室
と
は
異
な
る
「
居
場
所
」
を
作

り
、
教
室
に
行
き
づ
ら
く
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る

空
間
を
整
え
て
い
る
。

質
問
　

不
登
校
に
対
す
る
学
び
の
保
障
は
。

答
弁
　

「
き
ぼ
う
の
広
場
」や
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

質
問
　

家
庭
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　

「
き
ぼ
う
の
広
場
」
で
の
相
談
、
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
員
の
派
遣
、
学
校
で
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談
が
あ
る
。

質
問
　

不
登
校
は
何
が
問
題
だ
と
考
え
る
か
。

答
弁
　

欠
席
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
外
部
や
人
と

つ
な
が
り
を
持
て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
社
会

的
自
立
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
る
。

質
問
　

根
本
的
な
解
決

法
は
何
で
あ
る
と
考
え

る
か
。

答
弁
　

学
校
や
学
級
が

誰
も
が
安
心
し
て
学
べ

る
居
場
所
に
な
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
市
有
地
の
管
理

一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

市政情報誌

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。

牛久シャトー



　

（答弁）

ＧＩＧＡスクール構想に基づく

ひたち野リフレビルへ市の窓口開設の経過は

通学路等やゾーン30の対策強化は

（答弁）

（答弁）

児童生徒自身が自由な発想でタブレットを文房具のように使いこなすことが目標

令和３年９月に会議を開催し、その際に窓口開設の提案が上がった

令和３年度から４年度で約29カ所を施工、５年度はゾーン30も含め検討

議員

議員

議員

池辺 己実夫

諸橋 太一郎

加川 裕美

一人一台パソコン配布の現状は

令和5年1月31日 第112号　(6)牛久市議会だより一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

質
問
　

小
学
生
の
低
学
年
と
中
学
生
で
は
パ
ソ
コ
ン

の
使
わ
れ
方
が
違
う
と
思
う
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
学
校
現
場
で
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
一
人
一
台
端
末
を
導

入
し
て
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
て
お
り
、
各
学
校
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
授
業
が
日
常

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
調
べ
学
習
の
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り 

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
り
し
て
い
る
。 

ま
た
、
一
つ
の
発
表
資
料
を
ま
と
め
る
際
に
、 

複
数

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
同
時
に
書
き
込
む
機
能
も

活
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
児
童
生
徒
自
身
が
自
由
な
発
想
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
文
房
具
の
よ
う
に
使
い
こ
な
し
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
の
高
い
「
協
働
的
な
学
び
の
授
業
」
を
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
学
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
問
題

質
問
　

重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
長
時
間
背
負
っ
て
通
学

す
る
こ
と
で
体
の
不
調
を
訴
え
る
な
ど
、
小
学
一
年

生
に
と
っ
て
教
科
書
や
ノ
ー
ト
で
重
す
ぎ
る
ラ
ン
ド

セ
ル
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁
　

（
教
育
部
長
）
近
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
な
ど
に
伴
い
、
小
学
校
に
お
い
て
令
和
２
年
度
の

教
科
書
総
ペ
ー
ジ
数
は
17
年
前
（
平
成
17
年
度
）
と

比
べ
る
と
１
７
５
％
増
量
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
実
態
の
把
握
と
荷
物
の
軽
減
に
つ

い
て
学
校
に
要
請
し
、
そ
の
見
直
し
や
改
善
に
つ
い

て
学
校
に
指
導
し
て
き
た
。

　

今
後
も
必
要
な
も
の
以
外
は
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
各
学
校
に
見
直
し
を
図
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
荷
物
の

軽
減
に
努
め
て

い
く
。

質
問
　

市
の
考
え
る
重
要
施
策
と
は
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
総
合
計
画
の
基
本
計

画
に
位
置
付
け
る
取
り
組
み
の
う
ち
、
重
点
的
に
取

り
組
む
事
項
を
指
す
。
明
確
な
定
義
づ
け
に
限
ら

ず
、
事
業
と
し
て
重
要
な
も
の
を
整
理
し
て
い
く
。

質
問
　

施
策
決
定
の
経
緯
と
経
過
は
ど
う
か
。

答
弁
　

重
要
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
庁
議
訓
令
に

よ
り
、
庁
議
を
経
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
重

要
施
策
は
予
算
の
概
要
資
料
な
ど
に
お
い
て
も
特
筆

す
る
形
で
整
理
を
し
て
い
く
。

質
問
　

リ
フ
レ
ビ
ル
へ
の
窓
口
開
設
と
教
育
委
員
会

移
転
決
定
経
緯
と
審
議
過
程
は
。

答
弁
　

（
総
務
部
長
）
令
和
３
年
９
月
に
第
一
回
会

議
を
開
催
し
利
活
用
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
、
窓
口

開
設
の
提
案
が
上
が
っ
た
。

　

10
月
に
は
テ
ナ
ン
ト
誘
致
の
斡
旋
や
募
集
条
件
、

窓
口
開
設
や
教
育
委
員
会
移
転
に
つ
い
て
も
協
議
し

た
。

　

11
月
に
も
窓
口
開
設
を
協
議
し
た
。
こ
れ
ら
の
過

程
を
経
て
、
予
算
計
上
し
、
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
市
民

プ
ラ
ザ
開
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま

で
19
回
に
わ
た
る
検
討
会
議
を
経
て
令
和
５
年
２
月

の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
　

議
会
の
提
出
し
た
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
の

利
活
用
に
関
す
る
中
間
報
告
の
感
想
は
。

答
弁
　

マ
チ
ナ

カ
市
役
所
に
つ

い
て
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上

の
観
点
か
ら
ひ

た
ち
野
リ
フ
レ

ビ
ル
２
階
に 

※

住
民
異
動
機

能
を
備
え
た
窓

口
の
整
備
を
決

定
し
た
。

※
住
民
異
動
… 

転
入
・
転
出
・
転
居
等
で
住
所
を
変

更
す
る
手
続
き

質
問
　

市
内
道
路
の
危
険
箇
所
の
令
和
３
年
度
、
４

年
度
の
整
備
概
況
は
。

答
弁
　

（
建
設
部
長
）
令
和
３
年
に
発
生
し
た
千
葉

県
八
街
市
の
重
大
事
故
を
受
け
、
危
険
箇
所
の
再
点

検
と
洗
い
出
し
を
実
施
し
、
狭
さ
く
・
防
護
柵
・
車

止
め
・
路
肩
の
確
保
や
路
面
カ
ラ
ー
化
の
施
工
を
計

29
カ
所
で
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　

令
和
５
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
る
箇
所
は
。

答
弁
　

一
厚
踏
切
か
ら
西
側
の
区
間
に
お
い
て
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
消
し
て
路
肩
を
確
保
す
る
対
策
を

予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
牛
久
警
察
署
と
協
議
を
進

め
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
ひ
た
ち
野
東
５
丁
目

か
ら
北
側
に
伸
び
る
、
一
方
通
行
の
市
道
の
交
差
点

を
す
べ
て
カ
ラ
ー
化
す
る
予
定
で
あ
る
。
加
え
て
ひ

た
ち
野
東
と
小
坂
団

地
内
の
速
度
制
限
区

域
ゾ
ー
ン
30
も
、
調

査
を
実
施
し
、
速
度

抑
制
対
策
を
検
討
し

た
い
。
今
後
も
通
学

路
点
検
の
結
果
や
行

政
区
等
の
要
望
も
含

め
、
学
校
・
警
察
署
・

庁
内
関
係
課
と
密
に

連
携
を
図
り
、
安
全

確
保
に
努
め
て
い
く
。

市
民
活
動
の
現
状
と
展
望

質
問
　

令
和
４
年
度
の
新
た
な
施
策
等
は
。

答
弁
　

（
市
民
部
次
長
）「
牛
久
市
が
ん
ば
る
行
政
区

活
性
化
補
助
金
」
が
あ
り
、
41
行
政
区
が
利
用
し
た
。

質
問
　

５
年
度
以
降
の
姉
妹
都
市
国
際
交
流
事
業
は
。

答
弁
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
レ
ン
ジ
市
か
ら
高
校

生
が
当
市
を
訪
問
、
ま
た
カ
ナ
ダ
・
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー

ス
市
と
の
交
互
派
遣
交
流
を
再
開
す
る
予
定
で
あ

る
。

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。

下根中学校通学路の狭さく対策

ひたち野リフレビル



（答弁）

（答弁）

（答弁）

市町村長を構成員とする協議会で統合を進めるべきと判断された

多様な学びの居場所づくり等が必要と分かり、新たな支援を考える

各指導の職員をつけ、業務の継承と個人の能力の向上を図る

議員

議員

議員

須藤 京子

藤田 尚美

甲斐 徳之助

３組合統合は牛久市には負担増。なぜ推進？

不登校調査結果からの今後の対応は

行政サービスを継承していくための人材育成は？

(7)　第112号 令和5年1月31日牛久市議会だより 一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

質
問
　

当
初
の
説
明
で
は
組
織
体
制
・
共
通
経
費
の

見
直
し
で
各
市
町
村
の
負
担
金
も
削
減
さ
れ
る
と
し

て
い
た
が
、
７
月
に
は
計
画
通
り
と
な
ら
な
い
状
況

が
判
明
し
た
。
市
は
今
後
大
幅
な
負
担
増
と
な
る
。

そ
れ
で
も
統
合
す
べ
き
と
判
断
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
長
）
統
合
・
複
合
化
後
の
負

担
金
は
、
令
和
５
・
６
年
度
は
経
費
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
地
域
手
当
も
現
行
の
ま
ま
で
、
市
は
過
大
に

請
求
さ
れ
ず
減
額
と
な
っ
た
。
統
合
・
複
合
化
は
市

町
村
長
で
構
成
す
る
協
議
会
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

進
め
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　

答
弁
は
３
組
合
統
合
に
よ
る
説
明
で
あ
り
、

負
担
増
と
な
る
市
の
実
態
と
は
違
う
。
ま
た
新
組
合

の
退
職
者
不
補
充
に
よ
る
人
員
不
足
は
、
市
町
村
の

職
員
派
遣
で
補
い
、
そ
の
人
件
費
は
市
町
村
が
負
担

す
る
と
い
う
。
一
般
会
計
で
人
件
費
を
負
担
し
た
上

に
さ
ら
に
上
乗
せ
で
、
二
重
負
担
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）
今
後
の
統
合
に
向
け
た
具

体
的
な
議
論
の
中
で
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

牛
久
市
は
今
回
の
統
合
後
に
、
ご
み
処
理
広

域
化
と
斎
場
事
務
の
複
合
化
が
進
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
ご
み
処
理
広
域
化
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ

り
、
地
元
の
理
解
、
協
議
が
不
可
欠
だ
。
こ
れ
ら
に

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
中
で
の
統
合
は
無
謀
だ
。

市
は
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部

次
長
）
統
合
し
て
い

く
場
合
、
経
緯
を
踏

ま
え
た
体
制
保
持
、

雇
用
、
分
担
金
の
公

平
性
な
ど
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
福
祉
部
門
の
窓
口
対
応
の
改
善

○
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の
制
定

質
問
　

不
登
校
の
現
状
は
。

答
弁
　

（
教
育
長
）
小
学
校
61
名
、中
学
校
１
１
５
名
、

合
計
１
７
６
名
で
あ
る
。

質
問
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
と
結
果
は
。

答
弁
　

現
在
ほ
と
ん
ど
登
校
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
子
ど
も
、
欠
席
日
数
は
30
日
以
下
だ
が
別
室
登

校
や
放
課
後
登
校
を
し
て
い
る
子
ど
も
、
き
ぼ
う
の

広
場
や
学
校
外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
の

い
る
家
庭
を
対
象
に
実
施
。
学
校
を
通
し
て
１
２
８

家
庭
に
依
頼
文
書
を
配
布
し
、
無
記
名
で
ウ
ェ
ブ
回

答
。
回
答
数
は
51
家
庭
、
回
答
率
は
39
・
８
％
。

質
問
　

き
ぼ
う
の
広
場
の
分
室
設
置
の
考
え
は
。

答
弁
　

広
場
で
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
と
し
て

訪
問
を
し
て
い
る
。

新
た
な
居
場
所
の

設
置
は
予
算
面
が

厳
し
く
困
難
だ
が
、

地
域
や
民
間
の
力

と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　

定
期
接
種
化
に
向
け
て

質
問
　

定
期
接
種
化
に
伴
う
対
応
、
対
象
と
な
る
方

へ
の
周
知
方
法
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
新
た
に
対
象
に
な
る

方
へ
の
個
別
案
内
通
知
や
未
接
種
者
に
対
す
る
接
種

推
奨
の
個
別
通
知
に
情
報
を
加
え
る
と
と
も
に
、
Ｈ

Ｐ
、
広
報
う
し
く
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
く
。
接
種

の
有
無
に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
が
３
種
類
と
な
り
選
択

肢
は
広
が
る
が
、
そ
の
反
面
、
不
安
や
疑
問
も
増
え

る
。市
民
が
納
得
し
、自
ら
選
択
で
き
る
様
々
な
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
相
談
体
制
を
整
え
て
い

く
。
ま
た
、
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
導
入
に
あ
た
っ

て
の
予
算
を
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
要
求
し
て
い

る
。

質
問
　

本
市
の
人
材
育
成
基
本
方
針
に
は
「
市
民
と

の
共
同
意
識
を
持
つ
人
材
」「
先
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
想
像
力
の
あ
る
人
材
」「
市
民
の
信
頼
に
こ
た
え

ら
れ
る
人
材
」
の
育
成
と
あ
る
。
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
弁
　

（
総
務
部
次
長
）
階
層
別
に
求
め
ら
れ
る
役

割
と
し
て
任
用
・
能
力
開
発
・
評
価
の
３
つ
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
。
体
制
な
ど
の
実
情
に
合
わ
せ
改
定
し

て
い
く
。

質
問
　

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
条
件
で
人
材
の
採
用

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
採
用
条
件
を
確
認
す
る
。

答
弁
　

30
代
の
中
堅
職
員
が
少
な
く
、
年
齢
構
成
に

偏
り
が
あ
る
。
是
正
を
優
先
と
し
、
長
期
的
・
継
続

的
な
採
用
計
画
に
て
採
用
試
験
を
実
施
。
知
識
ば
か

り
問
わ
ず
、
人
物
評
価
が
重
要
と
考
え
る
。

質
問
　

採
用
後
の
人
材
育
成
に
お
い
て
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

答
弁
　

新
任
職
員
研
修
の
実
施
や
職
場
内
で
の
実
践

的
な
能
力
開
発
。
昇
任
に
よ
る
階
層
別
研
修
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
業
務
研
修
の
機
会
確
保
な
ど
。

質
問
　

ど
の
よ
う
な
人
材
を
登
用
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　

資
格
取
得
状
況
や
業
務
経
験
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
判
断
し
登
用
し
て
い
く
。

質
問
　

人
材
育
成
に
お
い
て
執
行
部
の
責
任
は
大
き

い
。
制
度
や
運
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
次
世
代
へ
の
継
続
性
は
担
保
で
き
な
い
。
組

織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
承
し
て

い
く
の
か
。

答
弁
　

適
所
に
配
置
し
、
教
育
・
指
導
職
員
を
つ
け

て
業
務
の
継
承
及
び
個
人
の
能
力
向
上
を
図
る
。

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



（答弁）

議員

議員

議員

黒木 のぶ子

伊藤 裕一

北島 登

マイナンバーカード紛失や情報漏洩の安全は

財政状況を踏まえ、公共施設の規模適正化を

振替休日は法令通りの運用を

（答弁）

（答弁）

個人セキュリティは国や市が万全を期し管理していく

個別施設の再編計画を立てて対応している

総合的に考慮し改善に努める

令和5年1月31日 第112号　(8)牛久市議会だより一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております 一般質問

質
問
　

健
康
保
険
証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、
保
険

証
は
緊
急
に
使
用
し
た
い
こ
と
も
あ
る
。
再
発
行
ま

で
の
手
続
き
、
連
絡
先
と
日
数
、
手
数
料
は
。

答
弁
　

（
市
民
部
長
）
紛
失
時
は
本
人
が
、
国
が
設

置
す
る
３
６
５
日
24
時
間
体
制
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
連
絡
し
一
時
利
用
停
止

を
し
、
再
交
付
は
市
の
総
合
窓
口
課
で
「
紛
失
発
生

届
」
と
再
交
付
申
請
を
す
る
。
再
交
付
ま
で
は
現
在

２
カ
月
を
要
し
、
手
数
料
は
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

悪
用
さ
れ
な
い
た
め
の
カ
ー
ド
の
安
全
性
は
。

答
弁
　

悪
用
不
可
能
な
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
国
際
基
準
を
取
得
、
ま
た
偽
造
が
困
難
で
情
報
が

盗
ま
れ
な
い
よ
う
自
動
的
に
情
報
が
消
去
さ
れ
る
。

質
問
　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
「
本
シ
ス
テ
ム
の
利
用
及
び

利
用
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
利
用
者
ま
た

は
他
の
第
三
者
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
一
切
の
責

任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
利
用
条
項
に
定
め

て
い
る
。
牛
久
市
の
個
人
デ
ー
タ
の
情
報
管
理
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
責
任
の
所
在
と
保
証
は
。

答
弁
　

万
一
個
人
情
報
の
漏
洩
等
が
発
生
し
た
場
合
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
被
害
拡
大
防
止
や
再
発
防
止

策
の
検
討
と
本
人
へ
の
事
態
発
生
の
通
知
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
は
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
」
を
定
め
、
最
高
責
任
者
は
副
市
長
で
、
統
括

責
任
者
は
情
報
政
策
担
当
の
市
民
部
長
と
な
る
。

質
問
　

市
内
で
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
で
き
る
数
は
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
総
合
病
院
は
２
件
中

１
件
、
医
科
診
療
所
は
63
件
中
18
件
、
歯
科
診
療
所

43
件
中
10
件
。

質
問
　

公
共
施
設
の
配
置
や
規
模
適
正
化
の
考
え
は
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
牛
久
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

確
保
し
な
が
ら
、
配
置
規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
市
営
住
宅
の
統
廃
合
、
お
く
の
義
務

教
育
学
校
の
一
体
型
校
舎
へ
の
移
行
、
向
原
保
育
園

の
廃
止
な
ど
の
計
画
を
立
て
た
。

質
問
　

施
設
貸
出
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
等
の
収
入
を
得

る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　

ひ
た
ち
野

リ
フ
レ
内
の
テ
ナ

ン
ト
を
誘
致
中
。

施
設
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
検

討
を
進
め
る
。

市
道
23
号
線
・
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス

質
問
　

令
和
４
年
３
月
の
市
道
23
号
線
全
線
開
通
、

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
遠
山
町
～
城
中
町
間
開
通
後
の

交
通
状
況
は
。

答
弁
　

（
建
設
部
次
長
）
交
通
量
調
査
の
結
果
と
し

て
、
国
道
６
号
上
下
線
に
お
け
る
交
通
量
は
、
約

15
％
（
約
１
０
０
０
台
）
減
少
、
市
道
23
号
線
の
上

下
線
に
お
け
る
交
通
量
は
、
約
60
％
（
約
２
０
０
０

台
）
増
加
し
た
。

質
問
　

交
通
安
全
施
設
や
周
辺
道
路
の
整
備
状
況
は
。

答
弁
　

車
止
め
や
防
護
柵
を
整
備
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
付
近
の
交
差
点
で
右
折
信
号
の
供
用
を
開
始

し
た
。
田
宮
西
近
隣
公
園
東
側
市
道
の
道
路
拡
幅
事

業
を
進
め
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
用
地
取
得
、
５

年
度
以
降
に
工
事
予
定
で
あ
る
。

質
問
　

日
常
的
に
時
間
外
勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。

答
弁
　

（
総
務
部
長
）
窓
口
対
応
と
な
る
部
署
で
対

応
が
終
わ
っ
た
後
に
そ
の
事
務
処
理
を
や
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
た
め
、
業
務
量
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

質
問
　

い
つ
か
ら
代
休
・
振
替
休
日
の
期
間
の
延
長

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁
　

運
用
上
で
指
定
日
の
変
更
を
行
い
、
確
実
な

休
暇
取
得
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

質
問
　

振
替
休
日
が
最
大
の
日
数
積
み
上
が
っ
て
い

る
人
は
何
日
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁
　

振
替
・
代
休
等
の
消
化
の
日
数
の
実
態
は
把

握
し
て
い
な
い
。

質
問
　

業
務
の
効
率
化
と
か
、
う
ま
く
人
員
配
置
し

て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
で
は
。

答
弁
　

業
務
の
質
と
量
、
職
員
の
職
務
へ
の
適
正
性

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
う
え
で
、
人
員
と
そ
の

数
を
決
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
へ
の

　
　
　
　
　
　

独
自
支
援
を

質
問
　

群
馬
県
の
高
崎
市
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対

象
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
こ
の
９
月
か
ら
開
始
し

た
そ
う
だ
。
牛
久
市
で
も
こ
の
よ
う
な
施
策
を
取
れ

な
い
か
。

答
弁
　

（
保
健
福
祉
部
次
長
）
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
支
援
は
牛
久
市
で
も
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
先
進
地
の
状
況
を
調

査
研
究
し
な
が
ら
今
後
の

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
支
援
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

長寿命化が実施された牛久クリーンセンター
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令和４年第３回臨時会より

議員

議員

遠藤 憲子

利根川 英雄

地方創生臨時交付金の活用で暮らしの支援を

学校教育費と就学援助の差が大きい。拡充は？

（答弁）

（答弁）

約９,４００万円を民間の保育園や福祉施設等へ交付

現時点で特に問題があるとは考えていない

〇非課税世帯に対する電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援給付金の計上
　（３億５,０００万円）
　事業概要：住民税非課税世帯に対し、
１世帯当たり５万円を支給するもの

〇物価高騰対策補助金の計上
　（９,３７８万６,０００円）
　事業概要：原油価格・物価高騰対策とし
て、介護施設、障害福祉施設、民間保育
園・民間幼稚園・民間児童クラブ、医療
機関、認定農業者、運送事業者等に対し
補助金を支給するもの

【決議の内容】
本市においては、市民に危害を及ぼすおそれのあるスズメバチの駆除について、平成17
年度から令和３年度までの17年間にわたって、毎年平均で200万円の委託料が予算計上さ
れ、年間平均およそ150件の駆除を実施してきた。
しかしながら、当該委託料は令和４年度から突然廃止されたが、その理由及び背景は明
確なものではなく、第３回定例会において多くの議員から当該委託料に係わる意見が出さ
れた。
スズメバチの駆除は、市民が安心安全な日常生活を営む上で必要不可欠な事業であり、
その意味で、害虫駆除対策としてこれまで税金が投入されてきたものである。近隣のつく
ば市・土浦市・稲敷市・阿見町においては、依然として、
スズメバチの駆除に係わる予算が計上されている。
そこで、牛久市議会は牛久市に対して市民の日常生活の
安心安全を確保する観点から、次年度以降におけるスズメ
バチの駆除に係わる予算の復活を強く求めるものである。

スズメバチの駆除に係わる予算の復活を求める決議 令和4年度一般会計補正予算

賛成全員で
可決

一般質問一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております(9)　第112号 令和5年1月31日牛久市議会だより

質
問
　

国
は
、
予
備
費
に
よ
り
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
４
０
０
０
億
円
増
額
を
閣
議
決
定
し
、
４
月
の
物

価
高
騰
対
応
分
１
兆
円
の
う
ち
、
留
保
分

２
０
０
０
億
円
と
合
わ
せ
６
０
０
０
億
円
を
創
設
。

「
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」（
重
点
交
付
金
）
を
自
治
体
に
通
知
し
た
。

市
の
交
付
金
総
額
と
充
当
の
主
な
事
業
は
。

答
弁
　

（
経
営
企
画
部
次
長
）
市
に
は
約
１
億 

６
９
０
０
万
円
配
分
さ
れ
、
約
９
４
０
０
万
円
を
活

用
。
主
な
事
業
は
民
間
の
保
育
園
、
介
護
、
障
害
福

祉
施
設
な
ど
へ
の
補
助
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
の

プ
レ
ミ
ア
分
、
学
校
給
食
の
材
料
費
高
騰
分
の
公
費

負
担
、
事
業
者
支
援
金
の
交
付
を
実
施
し
た
。

質
問
　

住
民
・
事
業
者
へ
の
支
援
の
基
準
は
。

答
弁
　

庁
内
の
各
課
に
事
業
の
提
案
を
求
め
、
市
の

実
情
に
合
っ
た
活
用
の
検
討
、
配
分
額
、
市
内
事
業

所
数
、
世
帯
数
な
ど
か
ら
精
査
を
行
い
実
施
し
た
。

質
問
　

子
育
て
家
庭
の
応
援
と
し
て
給
食
費
無
償
化

を
限
定
的
に
も
取
り
組
め
な
い
か
。
日
立
市
は
来
年

１
月
か
ら
３
月
ま
で
給
食
費
の
無
償
化
に
取
り
組
む

こ
と
を
公
表
。
物
価
高
騰
の
直
撃
を
受
け
て
い
る
子

育
て
家
庭
へ
の
大
き
な
支
援
と
な
る
。
考
え
は
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
学
校
給
食
法
で
は
、

学
校
給
食
費
の
賄
材
料
は
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

質
問
　

給
食
費
の
軽
減
は
自
治
体
が
判
断
で
き
る
と

の
国
会
答
弁
も
あ
る
。
今
後
の
交
付
金
の
見
込
み
は

ど
う
か
。

答
弁
　

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
　

就
学
援
助
制
度
は
、
憲
法
26
条
で
教
育
の
権

利
、
学
校
教
育
法
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
等
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
必
要
な
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
就
学
援
助
の
目
的
に
つ
い
て

市
の
考
え
方
は
。

答
弁
　

（
教
育
委
員
会
次
長
）
義
務
教
育
で
は
、
法

律
に
基
づ
き
授
業
料
と
教
科
書
は
無
償
。
学
校
生
活

に
お
い
て
授
業
で
使
用
す
る
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
、

制
服
、
上
履
き
、
体
操
服
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
絵
の
具

セ
ッ
ト
等
の
教
材
、
修
学
旅
行
費
、
校
外
学
習
費
、

給
食
費
等
は
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
的

困
難
に
よ
り
就
学
困
難
な
家
庭
に
は
必
要
な
就
学
援

助
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　

市
の
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ
で
は
、
入
学
準

備
費
は
入
学
式
に
間
に
合
わ
な
い
が
。

答
弁
　

10
月
頃
お
知
ら
せ
を
出
し
必
要
な
家
庭
に
は

事
前
に
準
備
金
を
出
し
て
い
る
。

質
問
　

就
学
援
助
の
申
請
は
学
校
提
出
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
必
要
性
は
。

答
弁
　

就
学
援
助
で
は
、
支
給
さ
れ
た
費
用
に
よ
っ

て
、
児
童
生
徒
の
服
装
や
出
席
状
況
を
把
握
し
、
学

校
長
か
ら
の
意
見
で
確
認
し
て
い
る
。

質
問
　

申
請
の
提
出
先
を
学
校
の
み
と
せ
ず
学
校
ま

た
は
教
育
委
員
会
と
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

学
校
に
提
出
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
い
。

質
問
　

文
科
省
の
学
習
費
調
査
に
よ
る
学
校
教
育
費

と
市
の
就
学
援
助
で
は
差
が
大
き
い
。
充
分
と
考
え

る
か
。

答
弁
　

現
時
点

で
特
に
問
題
が

あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

○
牛
久
市
事
業
者
支
援
一
時
金
支
給
制
度

市政に対する一般質問 ＱＲコードを読み取って一般質問の動画をご覧いただけます。



（
問
）
本
庁
舎
か
ら
移
動
す
る
職
員
は
何
名
か
。
現
在
で

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
な
ど
で
窓
口
は
混
雑
し
て
お
り
、

想
定
外
の
対
応
が
発
生
し
た
場
合
は
。

（
答
）
常
勤
職
員
10
人
が
本
庁
舎
と
同
等
の
転
入
転
出
届

け
や
各
種
証
明
書
発
行
な
ど
の
窓
口
業
務
に
あ
た
る
。
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
市
民
部
の
職
員
等
の
応
援
で
対

応
し
て
い
く
。

（
問
）
２
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
有
料
の
３
階
ス
カ
イ
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
時
間
が
21
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
利

用
料
金
等
の
管
理
体
制
は
。

（
答
）
17
時
15
分
ま
で
は
職
員
が
担
当
、
夜
間
は
管
理
人

１
名
が
常
駐
し
安
全
確
認
を
す
る
。
ス
カ
イ
ス
ペ
ー
ス
の

ブ
ー
ス
は
７
カ
所
で
電
源
、
照
明
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を

整
備
し
、
使
用
料
金
は
リ
フ
レ
窓
口
で
対
応
す
る
が
、
券

売
機
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
が
令
和
５
年
２
月
１
日
開
設
さ
れ

る
が
、
郵
便
局
へ
の
委
託
終
了
を
３
月
31
日
ま
で
に
し
て

い
る
理
由
は
。

（
答
）
契
約
期
間
を
年
度
末
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
市
職

員
の
異
動
の
時
期
で
も
あ
り
、
万
が
一
の
担
保
と
し
て
３

月
末
ま
で
と
し
て
い
る
。

（
問
）
将
来
的
に
ご
み
処
理
も
広
域
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
地
元
の
奥
原
地
区
と
の
協
定
が
あ
る
。
地
域
住

民
と
話
し
合
い
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
）
今
後
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
の
流
れ
が
あ
る
と
い

う
話
は
、
廃
棄
物
対
策
課
か
ら
話
を
し
て
い
る
。
市
と
し

て
地
元
と
の
協
定
は
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
地
元
の
同
意
な
し
に
広
域
化
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　

（
意
見
）
当
初
統
合
を
す
れ
ば
経
費
が
抑
え
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
精
査
し
た
と
こ
ろ
市
の
負
担
が
今
後

10
年
で
増
え
、
議
員
定
数
も
現
在
の
半
数
以
下
に
な
る
な

ど
、
議
会
と
し
て
の
意
見
や
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

　
議
会
と
し
て
調
査
研
究
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
継
続

審
査
と
す
べ
き
で
あ
る
。

〇
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
（
事
務
内
容
は
し
尿
処
理
、

構
成
市
町
村
は
牛
久
市
を
含
む
４
市
３
町
１
村
）

〇
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
事
務
内
容
は
消

防
・
水
防
、
構
成
市
町
村
は
牛
久
市
を
含
む
３
市
３
町
１

村
）

〇
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
（
事
務
内
容
は
ご
み
処

理
、
構
成
市
町
村
は
１
市
２
町
）

　
右
記
の
３
組
合
を
統
合
し
て
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し

安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
新
組
合
を
令
和
５
年
４
月
に
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
。
そ
の
後
、
ご
み
処
理
や
斎
場
の
広
域
化
、
複
合
化
も

進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
組
合
移
行
後
の
牛
久
市
の
分
担
金
は
令
和
５
年
度
は

９
億
７
６
０
０
万
円
だ
が
、
令
和
14
年
度
は
10
億
３
８
０
０

万
円
と
試
算
さ
れ
た
。

　
刈
谷
か
ら
市
道
23
号
線
へ
、
児
童
が
通
学
路
と
し
て
利

用
可
能
な
坂
道
を
、
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
決

議
を
行
う
よ
う
に
、
牛
久
市
議
会
へ
請
願
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
）
子
ど
も
の
通
学
路
の
安
全
性
の
確
保
と
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
に
は
、
階
段
が
か
な
り
急
な
の
で
、
そ

の
利
便
性
を
考
え
る
と
、
で
き
れ
ば
早
急
に
実
施
し
て
ほ

し
い
。

児童の通学路
の安心・安全
のために

　
賛
成
全
員
に
よ
り
請
願
は
採
択
さ

れ
、
直
ち
に
決
議
案
「
児
童
の
通
学

路
の
安
心
・
安
全
を
求
め
る
決
議
に

つ
い
て
」
を
提
出
し
、
賛
成
全
員
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

告
報
会
員
委
任
常
画
企
務
総

告
報
会
員
委
任
常
化
文
育
教

常 任 委 員 会 審 査 報 告

CHE
CK！

CHE
CK！

ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ

令
和
５
年
２
月
１
日
開
設
に
向
け
準
備
進
む

ひ
た
ち
野
う
し
く
郵
便
局
で
の

証
明
書
等
発
行
事
務
を
終
了

稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
の

統
合
に
伴
う
規
約
の
変
更
等

稲
敷
・
龍
ケ
崎
地
方
３
組
合
の
統
合
と
は

刈
谷
３
丁
目
よ
り
市
道
23
号
線
へ
の

坂
道
設
置
に
関
す
る
請
願
書

決
議
案
を
直
ち
に
提
出
し
可
決

刈谷から市道 23 号線への階段

ひたち野リフレビル

令和5年1月31日 第112号　(10)牛久市議会だより



常 任 委 員 会 審 査 報 告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

予
算
常
任
委
員
会
報
告

告
報
会
員
委
任
常
設
建
境
環

(11)　第112号 令和5年1月31日牛久市議会だより

市
公
立
保
育
園
再
編
計
画
に
基
づ
き
、

向
原
保
育
園
を
閉
園

（
問
）
民
間
・
公
立
保
育
園
の
定
員
、
公
立
の
役
割
は
。

（
答
）
民
間
の
利
用
定
員
は
１
６
５
９
人
、
公
立
は

４
３
０
人
だ
が
、
向
原
保
育
園
閉
園
に
伴
い
令
和
５
年
か

ら
は
３
７
０
人
と
な
る
。
公
立
保
育
園
は
、
需
要
が
減
る

中
で
民
間
保
育
園
の
定
員
割
れ
を
防
ぎ
、
ま
た
重
度
障
害

児
の
受
け
入
れ
を
役
割
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
待
機
児
童
数
、
閉
園
に
伴
う
加
配
、
正
規
職
員
や

会
計
年
度
職
員
の
今
後
は
。

（
答
）
最
新
の
待
機
児
童
数
は
国
基
準
で
ゼ
ロ
。
加
配
は

保
育
士
が
他
の
３
園
に
異
動
す
る
の
で
対
応
で
き
る
。
正

規
職
員
は
公
立
保
育
園
に
異
動
、
会
計
年
度
職
員
は
令
和

４
年
度
更
新
し
、
希
望
者
は
任
用
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に

定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
高
齢
者
は
重
症
化
も
懸
念
さ
れ
補
助
は
必
要
と

考
え
る
。

知
的
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
行
政
の
国
の

対
応
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
障
が
い
の
定
義
、
手
帳
の
統
一
は
重
要
課
題
で

あ
る
。

閉
会
中
継
続
調
査
「
保
育
園
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

各
地
の
事
件
事
故
の
報
道
を
受
け
、
市
内
状
況
を
調
査

す
る
。

物
価
高
騰
に
対
し

賃
上
げ
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

働
く
人
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
、
経
済
も
強
く
な
る
と

し
て
、
政
府
に
賃
上
げ
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

で
あ
り
、
非
正
規
労
働
者
の
時
給
を
１
５
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
る
こ
と
や
男
女
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
こ

と
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を
中
小
企
業
に
還
元
す
る
こ
と

な
ど
が
内
容
で
あ
る
。

（
意
見
）
長
引
く
不
景
気
に
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
が
、

国
の
施
策
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
で
あ
る
。

中
小
企
業
や
農
漁
業
者
な
ど
に
対
し
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
、
過
剰
債
務
な
ど
に
よ

る
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
、
農
漁
業
者
の
廃
業
、
倒

産
危
機
を
打
開
す
る
支
援
策
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書

で
あ
り
、
地
域
経
済
を
立
て
直
す
た
め
令
和
５
年
10
月
か

ら
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
、
事
業
者
へ
の

給
付
金
創
設
や
農
漁
業
者
へ
の
直
接
補
填
の
仕
組
み
な

ど
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
意
見
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
し
て
は
中
小
企
業
に
は

負
担
と
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
や
長
引
く
不
況
の
な
か
国
に
対
策
を
求
め
る
べ
き
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
増
額
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
牛
久
応
援
寄
附
金

（
１
億
５
０
０
０
万
円
増
額
）

（
問
）
寄
附
金
額
が
増
え
た
要
因
と
今
後
の
寄
附
金
額
の

見
込
み
は
。

（
答
）ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
充
や
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ト
上
に
牛
久
市
の
返
礼

品
が
効
果
的
に
表
示
さ
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を

行
っ
た
結
果
と
考
え
る
。
今
後
は
、
サ
イ
ト
の
拡
充
を
は

じ
め
、
事
業
者
と
協
力
し
た
返
礼
品
の
開
発
、
茨
城
県
指

定
の
共
通
返
礼
品
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
考

え
、
更
な
る
寄
附
金
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。　

交
通
安
全
対
策
費
（
１
１
３
万
３
０
０
０
円
）

　

令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
、
幼
稚
園
児

や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
育
事
業
の
ほ
か

に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
防
犯
教
室
を
休
日
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
交
通
安
全
教
化
員
の
時
間
外
勤
務
が

増
加
。

教
育
施
設
等
に
お
け
る

電
気
料
金
高
騰
に
伴
う
増
額
計
上

　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
、
小
学
校
・
中
学
校
・
図
書

館
・
牛
久
運
動
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
電
気
料
金
に
つ
い

て
増
額
計
上
さ
れ
た
。

（
問
）
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
い
、
各
施
設
の
電
気
料
金

が
増
加
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
、
学
校
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

状
況
は
。

（
答
）
学
校
関
係
で
は
体
育
館
に
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
が
ま

だ
多
く
残
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
年
次
計
画
を
立
て

て
行
う
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
が
、
中
央
図
書
館
、
牛
久
運
動
公
園
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道
館
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
で
あ
る
。

屋
外
野
球
場
は
さ
れ
て
い
な
い
。

障
害
児
給
付
費
を
支
給
す
る

（
５
３
０
０
万
４
０
０
０
円
）

（
問
）
対
前
年
度
比
で
の
実
人
数
、
施
設
の
増
加
数
、
一

人
当
た
り
の
平
均
通
所
日
数
等
は
。

（
答
）
令
和
３
年
度
上
半
期
と
令
和
４
年
度
上
半
期
の
実

績
を
比
較
し
て
、
児
童
発
達
支
援
件
数
は
２
５
９
件
の
増

加
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
以
降
の
新
規
施
設
開
設
数
は
、

児
童
発
達
支
援
が
６
件
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
３

件
。
令
和
４
年
度
の
一
人
当
た
り
の
平
均
通
所
日
数
は
、

児
童
発
達
支
援
が
１
カ
月
あ
た
り
12
・
２
日
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
20
・
８
日
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
は
２
・

８
日
、
障
害
児
相
談
支
援
は
延
べ
２
１
３
人
の
方
が

２
４
８
回
の
利
用
。

牛久市の御礼品の一例
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会
員
委
任
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報
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長
員
委

長
員
委
副委

員

記
後
集
編

次回定例会のお知らせ

議 案 の 審 議 結 果 凡例：　○…賛成、×…反対
杉森弘之議長（市民クラブ）は採決には加わっておりません

令
和
５
年
。
初
め
て
の
牛
久
市

議
会
だ
よ
り
。
年
末
か
ら
制
作
に

入
り
、
こ
う
し
て
目
に
触
れ
る
今

は
、
梅
の
つ
ぼ
み
も
、
ほ
こ
ろ
び

始
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
、
う
さ
ぎ
は
古
来

よ
り
日
本
で
は
、
月
の
使
い
と
し

て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
き
く

前
に
跳
ね
る
姿
か
ら
、「
飛
躍
」

や
「
向
上
」
の
象
徴
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
ま
た
そ
の
長
い
耳
に
ち
な

み
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
諺
、
格
言

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
言
葉
を
見
つ
け
ま
し

た
。「
小
さ
な
う
さ
ぎ
は
大
き
な

耳
を
持
っ
て
い
る
。」
う
さ
ぎ
は
、

左
右
の
耳
を
別
々
の
向
き
に
変
え

る
こ
と
で
、
様
々
な
音
を
捉
え
て

い
ま
す
。

今
号
に
掲
載
の
定
例
会
で
、
福

祉
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
安
全

な
ど
の
課
題
に
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
会
だ
よ

り
の
編
集
を
担
う
広
報
常
任
委
員

会
で
は
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
冊
子
へ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
も
、
う
さ
ぎ
に
学
び
、
常
に
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
、
い
ち
早
く
実
践

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
飛
躍
の

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

伊
藤
　
裕
一

須
藤
　
京
子

守
屋
　
常
雄

山
本
　
伸
子

鈴
木
　
勝
利

加
川
　
裕
美

　次回の定例議会は、左記の予定で開催い
たします。開会は午前10時です。
　なお、日程は変更になる場合があります。

※本会議は、市役所２階ホールのＴＶモニ
ターでも生中継がご覧いただけます。
　また、インターネットにより本会議の録画
も放送しています。

令和5年1月31日 第112号　(12)牛久市議会だより

会派構成 （12月22日現在）
会　派　名 議　　員　　名　
日本共産党 利根川　英雄　　　遠　藤　憲　子　　　北　島　　登　　
新 政 会 諸橋　太一郎　　　市　川　圭　一　　　池辺　己実夫
市民クラブ 黒木　のぶ子　　　須　藤　京　子　　　杉　森　弘　之
公 明 党 秋　山　　泉　　　藤　田　尚　美　　　鈴　木　勝　利

無 会 派 石　原　幸　雄　　　柳　井　哲　也　　　守　屋　常　雄　　　山　本　伸　子
伊　藤　裕　一　　　甲斐　徳之助　　　加　川　裕　美

※牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。
※10月１日付けで加川裕美議員は無会派となりました。

3/2 （木） 本会議（提案説明）
6 （月）

本会議（一般質問）7 （火）
8 （水）
9 （木） 本会議（質疑）
10 （金）

常任委員会

14 （火）
15 （水）
16 （木）
20 （月）
22 （水）
２４ （金） 本会議（採決）

第
３
回
臨
時
会

決
議
案
第
７
号

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に
係
わ
る
予
算
の
復
活
を
求

め
る
決
議

　

市
民
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
ス
ズ
メ

バ
チ
の
駆
除
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
ま
で
は
委

託
料
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
度
突
然

廃
止
に
な
っ
た
。
市
民
の
日
常
生
活
の
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の
駆
除
の
委

託
料
に
つ
い
て
予
算
の
復
活
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

第
４
回
定
例
会

意
見
書
案
第
13
号

賃
上
げ
実
現
の
た
め
、
緊
急
で
効
果
的
な
対
策
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

ケ
ア
労
働
者
や
国
・
自
治
体
の
非
正
規
労
働
者

の
賃
上
げ
、
男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
、
パ
ー
ト

労
働
法
・
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
な
ど
、
賃
上
げ

を
実
現
す
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

る
も
の
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決

意
見
書
案
第
14
号

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、
農
漁
業
者
の
廃
業
、

倒
産
危
機
を
打
開
す
る
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
や
コ
ロ
ナ
対
策
融
資

を
別
枠
債
務
に
す
る
こ
と
、
そ
の
後
の
返
済
計
画

の
支
援
、
農
漁
業
者
へ
の
資
材
・
資
料
・
燃
料
高

騰
に
対
す
る
支
援
の
強
化
、
農
産
物
の
価
格
保
障

な
ど
に
よ
る
自
給
率
の
向
上
な
ど
、
地
域
経
済
の

立
て
直
し
を
図
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決

　

意
見
書
案
第
15
号

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定
期
接
種

化
を
求
め
る
意
見
書

　

一
定
の
年
齢
以
上
の
国
民
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
等
を
早
急
に
確
認
し
、
帯
状
疱
疹
の
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
制
度
の
創
設
や
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
化
を
強
く
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

意
見
書
案
第
16
号

知
的
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
行
政
の
国
の
対
応

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

国
際
的
な
知
的
障
が
い
の
定
義
や
、
自
治
体
の

負
担
等
も
踏
ま
え
た
判
定
方
法
や
基
準
の
在
り
方

の
検
討
を
踏
ま
え
、
知
的
障
が
い
行
政
・
手
帳
制

度
を
、
国
の
法
律
に
よ
る
全
国
共
通
の
施
策
と
し

て
展
開
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

決
議
案
第
８
号

児
童
の
通
学
路
の
安
心
・
安
全
を
求
め
る
決
議

　

牛
久
小
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
の
安
心
・
安
全

の
確
保
の
た
め
、
市
道
23
号
線
沿
い
の
擁
壁
に
ス

ロ
ー
プ
を
早
急
に
設
置
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

請
願
第
２
号

刈
谷
３
丁
目
よ
り
市
道
23
号
線
へ
の
坂
道
設
置
に

関
す
る
請
願
書

　

刈
谷
の
児
童
が
安
心
・
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
に
、
通
学
路
と
し
て
利
用
可
能
な
市
道
23
号

線
へ
の
坂
道
を
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る

決
議
を
あ
げ
て
も
ら
う
よ
う
、
牛
久
市
議
会
議
長

へ
請
願
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
全
員
で
可
決

意
見
書
・
決
議
・
請
願

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第３回臨時会】

４６号 令和４年度牛久市一般会計補正予算（第６号）

決議案第
７号

スズメバチの駆除に係わる予算の復活を求める決議について

【第4回定例会】

４７号 牛久市役所出張所設置条例について

４８号 牛久市ひたち野リフレプラザの設置及び管理に関する条例について

４９号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

５０号 牛久市部等設置条例の一部を改正する条例について

５２号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

５３号 牛久市財政調整基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例について

５５号 牛久市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

５６号 令和４年度牛久市一般会計補正予算（第７号）

５７号 令和４年度牛久市一般会計補正予算（第８号）

５８号 令和４年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

５９号 令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

６０号 令和４年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

６１号 令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）

６２号 牛久市の特定の事務を取り行わせる郵便局の指定の取消しについて

６３号 龍ケ崎地方衛生組合の解散について【継続審査の可否】

６４号 龍ケ崎地方衛生組合の解散に伴う財産処分について【継続審査の可否】

６５号 稲敷地方広域市町村圏事務組合規約の変更について【継続審査の可否】

意見書案
第16号

知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書の提出について

決議案第
８号

児童の通学路の安心・安全を求める決議について

請願第
４号

刈谷３丁目より市道２３号線への坂道設置に関する請願書

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　　　案　　　等　　　名

日
本
共
産
党

新

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

公

明

党

無
会
派（
石
原
）

無
会
派（
柳
井
）

無
会
派（
守
屋
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
伊
藤
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
加
川
）

議
決
結
果

【第 4 回定例会】

５１号
牛久市特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可
決

５４号
牛久市立保育園設置条例の一部を改
正する条例について

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見書案
第１３号

賃上げ実現のため、緊急で効果的な
対策を求める意見書の提出について

〇 × 〇 × × × × × × × 〇 否
決

意見書案
第１４号

中小企業・小規模事業者、農漁業者
の廃業、倒産危機を打開する支援策
を求める意見書の提出について

〇 × 〇 × × × × × × × 〇 否
決

意見書案
第１５号

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに
定期接種化を求める意見書の提出
について

〇
×諸橋
○市川
○池辺

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

議
員
辞
職
・
委
員
長
異
動

11
月
７
日
付
、
長
田
麻
美
議
員
が
辞
職
い
た
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
牛
久
市
議
会
議
員
は
19
名
（
３
名
欠
員
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
田
議
員
の
辞
職
に
伴
い
欠
員
と
な
っ
て
い
た
教
育
文
化
常
任
委

員
会
委
員
長
は
、
守
屋
常
雄
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
、
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
議
会
議
員
は
、
山
本
伸
子
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。


